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オープンソースを客観的に評価する

増加し続けるオープンソース
Linux（リナックス）に代表さ

れるオープンソースは、その正確
な数を把握することが不可能なほ
ど種類が多い。

オープンソースの中心的なホス
テ ィ ン グ サ イ ト「SourceForge

（http://sourceforge.net/）」 を 見
てみると、2008年６月時点で18万
弱のオープンソースが登録されて
おり、この数は年々増加してい
る。また、同じカテゴリー（デー
タベースサーバーやアプリケーシ
ョンサーバーなど）に属するオー
プンソースも複数存在する。

こうした状況のなかで、ユーザ
ーにとって問題となるのは、どの

オープンソースを選択すればよい
のかという点ではないだろうか。

2007年８月に、NRIがユーザー
企業の情報システム部門長、経営
企画部門長を対象に行った「ユー
ザー企業のIT利用動向調査」（有
効回答数324）を見ても、オープ
ンソースの利用上の課題または導
入を躊躇する理由として最も多か
ったのは、「オープンソースに関
する知識不足」であった（図１）。

このことからも、オープンソー
スの機能やパフォーマンスがよく
わからないために、オープンソー
スの選択が困難になっていること
は十分に考えられる。

オープンソースの評価基準
数あるオープンソースのなかに

は、商用ソフトウェアに匹敵する
ほど品質の高いものもあれば、成
熟度が低く低品質のものもある。
もし、知識不足のために成熟度が
低く低品質のオープンソースを採
用した場合は、メリットよりもリ
スクを増大させてしまうだろう。
このためNRIでは、多くのオープ
ンソースに対して、公開されてい
る情報に基づき客観的な評価を行
い「オープンソースマップ」を作
成している。

NRIのオープンソースマップと
は、企業システムで採用された実
績があるオープンソース、または
NRIが注目しているオープンソー
スを、「成熟度」と「プレゼン
ス」という２つの観点から評価

（レーティング）し、これらを軸
とする平面にマッピングしたもの
である。

レーティングに用いる公開情報
は、

①プロジェクトの歴史
②関連ドキュメントの量・種類
③リリース回数
④主要IT（情報技術）系Web

サイトでの関連用語の登場回
数

⑤検索サイトでのヒット数

城田真琴
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ソフトウェアのライセンスコスト削減に対する期待か
ら、オープンソース・ソフトウェア（以下、オープンソー
ス）が注目を集めて久しい。その一方、膨大な数のオープ
ンソースが存在し、どう選択するかが課題にもなってい
る。野村総合研究所（NRI）では、「あらゆる情報が公開
されている」というオープンソースの特性に着目し、公開
されている情報に基づき、「成熟度」と「プレゼンス（存
在感）」という２つの観点から、さまざまなオープンソー
スを評価し、この２つの観点を軸とする「オープンソース
マップ」を定期的に作成している。本マップは企業で導入
すべきオープンソースを検討するうえでの判断材料の一つ
として有効であろう。
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──などで、各項目について０
〜５の範囲で点数をつける。

２つの観点のうちの成熟度は、
①プロジェクトの存続期間
②メーリングリストの投稿数
③ドキュメントの充実度
④リリース回数
⑤過去６カ月間のオープンバグ

の数
⑥公開されているクリティカル

なバグ（製品仕様外障害）の
数

──などに基づいて評価される。
一方、プレゼンスは、
①主要なIT系Webサイトでの

登場数
②検索エンジンでのヒット数

③ダウンロードされた回数
④サポートしているベンダー数
──などが評価項目になる。
各項目のレーティングは、米国

のカーネギーメロン大学が提唱す
るオープンソース評価のための標
準フレームワーク「BRR（Business 
Readiness Rat ing for Open 
Source）」に基づくほか、各項目
に重みづけをして加重平均を計算
するなど、NRI独自の基準も加え
て決定している。

最新版の「オープンソース
マップ」

63ページの図２に、2008年４月
末時点の情報をもとに作成した最

新のオープンソースマップを示
す。今回、評価対象としたのは、
アプリケーションサーバー、リレ
ーショナルデータベース、ポータ
ル（情報一元管理）、コンテンツ
管理システムの４分野で、メディ
アで比較的取り上げられる機会の
多いオープンソースである。

このオープンソースマップを見
ると、全般的にコンテンツ管理シ
ステムとアプリケーションサーバ
ーの評価が高くなっていることが
わかる。ただし、この結果はあく
まで今回対象としたオープンソー
スに限定されたものであり、オー
プンソースの全般的な傾向を示し
ているものではない。

図1　オープンソース利用上の課題または利用を躊躇する理由
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以下に、オープンソースマップ
に基づいて、個々のオープンソー
スの評価について述べる。

①成熟度、プレゼンスともに
3.0以上

この領域内にあるオープンソー
スは、企業システムでも比較的安
心して利用できるといってよい。

なかでもアプリケーションサー
バ ー の「Tomcat（ ト ム キ ャ ッ
ト）」と「JBoss Application  Ser-
ver（ジェーボス・アプリケーシ
ョンサーバー）」、リレーショナル
データベースの「MySQL（マイ・
エスキューエル）」と「Postgre 
SQL（ポストグレ・エスキューエ
ル）」は、成熟度、プレゼンスと
もに4.0以上となっており、今回
の評価対象のなかでは最も安心し
て利用できるものといってよい。

これに次ぐものには、「Plone
（プローン）」「Drupal（ドルーパ
ル）」「DotNetNuke（ドット・ネ
ット・ヌーク）」「Alfresco（アル
フレスコ）」「Joomla！（ジュー
ムラ）」などのコンテンツ管理シ
ステムがある。

一口にコンテンツ管理システム
といっても、主として企業内のパ
ソコンで作成されるデータや文書
の 管 理 精 度 向 上 を 目 的 と し た

「ECM（Enterprise Content 
Management）」 と、 主 と し て
Webサイトの構築や管理のため
に 使 用 さ れ る「CMS（Content 
Management System）」 に 分 か
れる。

図２に挙げたなかではAlfresco
がECMであり、それ以外はCMS 
に分類される。ECMがCMSと異
なる点は、対象がオフィス系の文
書など企業向けのものである点
と、高い可用性やセキュリティが
要求されるという点である。

このように、ECMでは求めら
れる要件が厳しく実装が難しいた
め、オープンソースの世界では
CMSが先行し、多くのWebサイ
ト で 利 用 さ れ て い る。Plone、
Drupal、DotNetNukeなどのCMS
の成熟度が高いのはこうした理由
による。

ポータルの分野で成熟度、プレ
ゼンスともに最も高い評価となっ
た「Liferay（ライフレイ）」も注
目に値する。1999年より提供され
ており、2008年５月には米国のサ
ン・ マ イ ク ロ シ ス テ ム ズ が
Liferayのコミュニティに参加し
て開発に積極的に貢献すると発表
した。同社のような大手ベンダー
の参加によって、さらなる成熟度
とプレゼンスの向上が期待できる。

②成熟度2.0以上、プレゼンス
3.0以上

この領域にはアプリケーション
サーバーの「GlassFish（グラス
フィッシュ）」が入っている。こ
の領域にあるオープンソースは比
較的、歴史が浅いものが多いが、
有力ベンダーの積極的なサポート
などによって急ピッチで開発が進
むものが多い。

また、この領域は一般的に「話
題先行」の傾向が強いが、各種メ
ディアで繰り返し取り上げられる
ことでユーザーが増加、コミュニ
ティが活性化してソフトウェアが
成熟していくという好循環を生む
ことも多いため、早期に実用レベ
ルに達する可能性も高い。

たとえば、2008年４月時点で成
熟度、プレゼンスともに3.0以上
の領域にあるアプリケーションサ
ーバーの「Apache Geronimo（ア
パッチ・ジェロニモ）」も、07年
４月にはこの領域にあった。しか
し、IBMが積極的に支援をしたこ
とでコミュニティが活性化し、ソ
フトウェアの品質が向上した。

同様に、現在はこの領域にある
GlassFishも、サン・マイクロシ
ステムズが積極的にサポートして
おり、今後の進展が期待できる。
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③成熟度3.0以上、プレゼンス
3.0未満

この領域には、リレーショナル
データベースの「Apache Derby

（アパッチ・ダービー）」「Firebird
（ファイアーバード）」、ポータル
の「Apache Jetspeed2（ ア パ ッ
チ・ジェットスピード２）」「eXo

（エクソ）」が入っている。この領
域は、歴史が長く成熟度は比較的
高いものの、あまり広く利用され
ないものが多くなる傾向がある。

たとえば、Firebirdは2000年８
月に米国のボーランドがリリース
した「InterBase（インターベー
ス）」のソースコードに基づいて
おり、InterBaseは1984年から商
用製品として利用されてきた実績
を持っている。しかし、Firebird
は開発者コミュニティでの人気は
比較的高いが、大手ベンダーのサ
ポートが得られないこともあり、
MySQLやPostgreSQLに比べて利
用は広がっていない。

確かに、より多くのユーザーに
利用され多くの情報が流通してい
るほうが、実際の利用シーンで必
要な情報やノウハウが入手しやす
いことは利点である。しかし、こ
の領域のオープンソースが、プレ
ゼンスが低いからといって使えな
いというわけではない。問題が発

生しても自力で解決できる、ある
程度のスキルを持ったユーザーで
あれば十分に利用可能といえる。

自社の検証は不可欠
オープンソースマップの評価

は、「数多くダウンロードされて
いるオープンソースや、サポート
しているベンダー数が多いオープ
ンソースは、機能的にも実用レベ
ルに達しており、利用価値が高
い」という仮説に基づいている。
多くの場合この仮説は当たってい
るが、性能などを厳密に検証した
結果に基づくものではないことに
はご留意いただきたい。

オープンソースマップに基づい

て比較的安心して利用可能とされ
ているオープンソースであって
も、ユーザー側の要件に合わない
ものも当然あるだろう。そのた
め、オープンソースマップはあく
までも判断材料の一つと考えてい
ただきたい。実際の導入に当たっ
ては、自社できちんと検証したう
えで、最終的な判断を下すことが
大切である。

『ITソリューションフロンティア』
2008年８月号より転載

城田真琴（しろたまこと）
技術調査部主任研究員

図2　NRIが作成した「オープンソースマップ」（2008年4月版）
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